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(57)【要約】
【課題】歩留まりを向上させることができ、かつ、消費
電力が増加するのを抑制しながら、回路構成を簡素化す
ることが可能な表示装置を提供する。
【解決手段】この発明の液晶表示装置（表示装置）１０
０は、画素３に含まれる薄膜トランジスタ１１と、薄膜
トランジスタ１１に接続されたゲート線９と、ゲート線
９に接続されるメイン走査線駆動回路６およびサブ走査
線駆動回路７と、通常時には、メイン走査線駆動回路６
は、薄膜トランジスタ１１を駆動する信号を出力すると
ともに、サブ走査線駆動回路７の出力がハイインピーダ
ンスの状態になるように制御する走査線駆動回路制御部
１６とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画素毎に形成されたスイッチング素子と、
　前記スイッチング素子に接続されたゲート線と、
　前記ゲート線に接続される第１走査線駆動回路および第２走査線駆動回路と、
　通常時には、前記第１走査線駆動回路は、前記スイッチング素子を駆動する信号を出力
するとともに、前記第２走査線駆動回路の出力がハイインピーダンスの状態になるように
制御する制御部とを備える、表示装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記第１走査線駆動回路からの出力信号が異常である場合には、前記第
１走査線駆動回路の出力がハイインピーダンスの状態になるように制御するとともに、前
記第２走査線駆動回路は、前記スイッチング素子を駆動する信号を出力するように切り替
える制御を行うように構成されている、請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記第１走査線駆動回路には、前記スイッチング素子を駆動する信号を出力するための
信号が入力されるように構成されており、
　前記第２走査線駆動回路には、出力をハイインピーダンスの状態にするための信号が入
力されるように構成されており、
　前記制御部は、前記第１走査線駆動回路からの出力信号が異常である場合には、前記第
１走査線駆動回路に入力される信号と、前記第２走査線駆動回路に入力される信号とを切
り替えることにより、前記第１走査線駆動回路を使用せずに前記第２走査線駆動回路を使
用するように切り替える制御を行うように構成されている、請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記第１走査線駆動回路に入力される信号のうち、少なくともクロック
信号をオフ電位に固定することにより、前記第１走査線駆動回路が駆動しないように制御
することによって、前記第１走査線駆動回路の出力がハイインピーダンスの状態になるよ
うに制御するように構成されている、請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記第１走査線駆動回路に入力される信号のうち、クロック信号のみな
らず走査線イネーブル信号をオフ電位に固定することにより、前記第１走査線駆動回路が
駆動しないように制御することによって、前記第１走査線駆動回路の出力がハイインピー
ダンスの状態になるように制御するように構成されている、請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１走査線駆動回路および前記第２走査線駆動回路は、それぞれ、信号が出力され
る前記ゲート線に接続されるトランジスタを含み、
　前記制御部は、前記第１走査線駆動回路の前記トランジスタのゲート電極に入力される
信号をオフ電位に固定することにより、前記ゲート線に接続される前記トランジスタをオ
フ状態にすることによって、前記第１走査線駆動回路の出力がハイインピーダンスの状態
になるように制御するように構成されている、請求項３～５のいずれか１項に記載の表示
装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記第１走査線駆動回路または前記第２走査線駆動回路のうちの一方か
らの出力信号が異常であるか否かを判断するように構成されている、請求項１～６のいず
れか１項に記載の表示装置。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか１項に記載の表示装置を備える、電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置および電子機器に関し、特に、複数のゲート線の各々に接続される
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複数の走査線駆動回路を備える表示装置および電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数のゲート線の各々に接続される複数の走査線駆動回路を備える表示装置およ
び電子機器が知られている（たとえば、特許文献１参照）。
【０００３】
　上記特許文献１には、複数の選択線（ゲート線）と、各々の選択線の一方端に接続され
た第１選択線走査器（走査線駆動回路）と、各々の選択線の他方端に接続された第２選択
線走査器（走査線駆動回路）とを備えた表示装置が開示されている。この表示装置では、
第１選択線走査器と第２選択線走査器とは、同時に駆動しているとともに、１つの選択線
に対して同時に信号を出力するように構成されている。これにより、第１選択線走査器と
第２選択線走査器とのうちの一方に欠陥が発生した場合でも、表示装置を駆動させること
ができる。つまり、表示装置の歩留まりを向上させることができる。
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の表示装置では、第１選択線走査器と第２選択線
走査器とを同時に駆動させているため、２つの選択線走査器を駆動させるための電力が必
要になる。このため、消費電力が増加するという不都合がある。
【０００５】
　そこで、従来、上記した不都合を解消するための技術が提案されている（たとえば、特
許文献２参照）。上記特許文献２には、複数のゲート線と、各々のゲート線の一方端に接
続された主ゲート駆動部（走査線駆動回路）と、各々のゲート線の他方端に設けられたス
イッチング部を介して接続された副ゲート駆動部（走査線駆動回路）とを備えた表示装置
が開示されている。この表示装置では、通常時には、スイッチング部は、遮断状態（オフ
状態）に維持されるとともに、必要に応じて副ゲート駆動部とゲート線とを導通させるよ
うに構成されている。また、主ゲート駆動部内に欠陥が発生した場合には、スイッチング
部を導通状態（オン状態）にすることによって、副ゲート駆動部とゲート線とを接続する
ことにより、副ゲート駆動部からゲート線に信号が出力されるように構成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特表平６－５０５６０６号公報
【特許文献２】特開２００６－３４３７４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記特許文献２に記載の表示装置では、ゲート線と副ゲート駆動部とを
遮断または導通するためのスイッチング部がゲート線毎に設けられているため、回路構成
が複雑化するという問題点がある。
【０００８】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、この発明の目的
は、歩留まりを向上させることができ、かつ、消費電力が増加するのを抑制しながら、回
路構成を簡素化することが可能な表示装置および電子機器を提供することである。
【課題を解決するための手段および発明の効果】
【０００９】
　上記目的を達成するために、この発明の第１の局面における表示装置は、画素毎に形成
された前記第１基板の前記液晶層側の表面上にスイッチング素子と、前記スイッチング素
子に接続されたゲート線と、前記ゲート線に接続される第１走査線駆動回路および第２走
査線駆動回路と、通常時には、前記第１走査線駆動回路は、前記スイッチング素子を駆動
する信号を出力するとともに、前記第２走査線駆動回路の出力がハイインピーダンスの状
態になるように制御する制御部とを備える。
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【００１０】
　この第１の局面による表示装置では、上記のように、通常時には、第１走査線駆動回路
は、スイッチング素子を駆動する信号を出力するとともに、第２走査線駆動回路の出力を
ハイインピーダンスの状態にするように、制御部が制御することによって、第１走査線駆
動回路から信号を出力している場合には、第２走査線駆動回路からは信号が出力しないの
で、第１走査線駆動回路と第２走査線駆動回路との両方から同時に信号を出力する場合と
異なり、消費電力が増加するのを抑制することができる。また、制御部が第２走査線駆動
回路の出力をハイインピーダンスの状態に制御することによって、第２走査線駆動回路か
らは、信号が出力されないようにすることができる。これにより、たとえば、第２走査線
駆動回路と、各々のゲート線との間にスイッチング部を設けて第２走査線駆動回路から信
号を出力しないようにする場合と異なり、回路構成を簡素化することができる。
【００１１】
　上記第１の局面による表示装置において、好ましくは、制御部は、第１走査線駆動回路
からの出力信号が異常である場合には、第１走査線駆動回路の出力がハイインピーダンス
の状態になるように制御するとともに、第２走査線駆動回路は、スイッチング素子を駆動
する信号を出力するように切り替える制御を行うように構成されている。このように構成
すれば、第１走査線駆動回路が正常に駆動しない（異常である）場合には、表示装置が不
良品として扱われる一方、異常である第１走査線駆動回路の代わりに正常である第２走査
線駆動回路を使用できるので、表示装置を良品として扱うことができる。また、第１走査
線駆動回路が劣化などにより寿命がきた際には、第１走査線駆動回路から第２走査線駆動
回路に切り替えることによって、第２走査線駆動回路からスイッチング素子を駆動する信
号を出力させることができるので、表示装置の寿命を約２倍にすることができる。
【００１２】
　この場合、好ましくは、第１走査線駆動回路には、スイッチング素子を駆動する信号を
出力するための信号が入力されるように構成されており、第２走査線駆動回路には、出力
をハイインピーダンスの状態にするための信号が入力されるように構成されており、制御
部は、第１走査線駆動回路からの出力信号が異常である場合には、第１走査線駆動回路に
入力される信号と、第２走査線駆動回路に入力される信号とを切り替えることにより、第
１走査線駆動回路を使用せずに第２走査線駆動回路を使用するように切り替える制御を行
うように構成されている。このように構成すれば、異常である第１走査線駆動回路の代わ
りに、正常である第２走査線駆動回路を使用することができるので、正常である第２走査
線駆動回路からスイッチング素子を駆動する信号を出力させることができる。
【００１３】
　上記信号が入力されるように構成された第１走査線駆動回路および第２走査線駆動回路
を備える表示装置において、好ましくは、制御部は、第１走査線駆動回路に入力される信
号のうち、少なくともクロック信号をオフ電位に固定することにより、第１走査線駆動回
路が駆動しないように制御することによって、第１走査線駆動回路の出力がハイインピー
ダンスの状態になるように制御するように構成されている。このように構成すれば、クロ
ック信号をオフ電位に切り替えるだけで、容易に、第１走査線駆動回路から信号が出力さ
れないようにすることができる。
【００１４】
　この場合、好ましくは、制御部は、第１走査線駆動回路に入力される信号のうち、クロ
ック信号のみならず走査線イネーブル信号をオフ電位に固定することにより、第１走査線
駆動回路が駆動しないように制御することによって、第１走査線駆動回路の出力がハイイ
ンピーダンスの状態になるように制御するように構成されている。このように構成すれば
、クロック信号および走査線イネーブル信号をオフ電位に切り替えるだけで、容易に、第
１走査線駆動回路から信号が出力されないようにすることができる。特に、付加的な回路
を追加することなく所定の信号を用いるだけでハイインピーダンスの状態にすることがで
きる。
【００１５】
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　上記信号が入力されるように構成された第１走査線駆動回路および第２走査線駆動回路
を備える表示装置において、好ましくは、第１走査線駆動回路および第２走査線駆動回路
は、それぞれ、信号が出力されるゲート線に接続されるトランジスタを含み、制御部は、
第１走査線駆動回路のトランジスタのゲート電極に入力される信号をオフ電位に固定する
ことにより、ゲート線に接続されるトランジスタをオフ状態にすることによって、第１走
査線駆動回路の出力がハイインピーダンスの状態になるように制御するように構成されて
いる。このように構成すれば、第１走査線駆動回路のトランジスタのゲート電極に入力す
る信号をオフ電位に切り替えるだけで、容易に、第１走査線駆動回路から信号が出力され
ないようにすることができる。
【００１６】
　上記第１の局面による表示装置において、好ましくは、制御部は、第１走査線駆動回路
または第２走査線駆動回路のうちの一方からの出力信号が異常であるか否かを判断するよ
うに構成されている。このように構成すれば、第１走査線駆動回路または第２走査線駆動
回路のうちの一方が正常に駆動しているか否かを判断することができる。
【００１７】
　この発明の第２の局面による電子機器は、上記のいずれかの構成を有する表示装置を備
える。このように構成すれば、歩留まりを向上させることができ、かつ、消費電力が増加
するのを抑制しながら、回路構成を簡素化することが可能な表示装置を備えた電子機器を
得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態による液晶表示装置の平面図である。
【図２】本発明の一実施形態による液晶表示装置のブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態による走査線駆動回路のメイン走査線駆動回路およびサブ走
査線駆動回路の構成を説明するためのブロック図である。
【図４】本発明の一実施形態による走査線駆動回路のＶスキャナブロックの構成を説明す
るための等価回路図である。
【図５】本発明の一実施形態による走査線駆動回路のメイン走査線駆動回路とサブ走査線
駆動回路との切り替え動作を説明するためのフローチャートである。
【図６】本発明の一実施形態による走査線駆動回路のメイン走査線駆動回路およびサブ走
査線駆動回路の動作を説明するためのタイミングチャートである。
【図７】本発明の一実施形態による液晶表示装置を用いた電子機器の第１の例を説明する
ための図である。
【図８】本発明の一実施形態による液晶表示装置を用いた電子機器の第２の例を説明する
ための図である。
【図９】本発明の一実施形態による液晶表示装置を用いた電子機器の第３の例を説明する
ための図である。
【図１０】本発明の一実施形態による液晶表示装置の変形例を説明するための図である。
【図１１】本発明の一実施形態による液晶表示装置のＶスキャナブロックの回路構成の変
形例を説明するための等価回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２０】
　図１～図４を参照して、本発明の一実施形態による液晶表示装置１００の構成について
説明する。
【００２１】
　本発明の一実施形態による液晶表示装置１００は、図１に示すように、一対のＴＦＴ基
板１および対向基板２と、複数の画素３を含む表示部４と、液晶表示装置１００を駆動さ
せるための駆動ＩＣ５と、ＴＦＴ基板１の表面上に設けられたメイン走査線駆動回路６お
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よびサブ走査線駆動回路７と、駆動ＩＣ５に種々の信号を出力するＦＰＣ８（Ｆｌｅｘｉ
ｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔｓ）とを備えている。なお、液晶表示装置１０
０は、本発明の「表示装置」の一例である。また、メイン走査線駆動回路６は、本発明の
「第１走査線駆動回路」の一例であり、サブ走査線駆動回路７は、本発明の「第２走査線
駆動回路」の一例である。
【００２２】
　また、表示部４は、Ｘ方向に沿って延びる複数のゲート線９と、ゲート線９に略直交す
るとともに、Ｙ方向に沿って延びるように設けられた複数のデータ線１０とを含んでいる
。また、複数のゲート線９の各々は、それぞれ、メイン走査線駆動回路６およびサブ走査
線駆動回路７に接続されている。ゲート線９は、ＴＦＴ基板１のＹ方向に沿って複数設け
られるとともに、Ｙ１方向側からＹ２方向側に沿って、１ライン目、２ライン目、・・・
、Ｎライン目、および、（Ｎ＋１）ライン目という順番に配置されている。また、画素３
は、ゲート線９と、データ線１０とが交差する領域に設けられている。また、画素３には
、スイッチング用の薄膜トランジスタ１１が設けられている。なお、薄膜トランジスタ１
１は、本発明の「スイッチング素子」の一例である。薄膜トランジスタ１１のソース電極
（Ｓ）は、データ線１０に接続されるとともに、薄膜トランジスタ１１のゲート電極（Ｇ
）は、ゲート線９に接続されている。また、薄膜トランジスタ１１のドレイン電極（Ｄ）
は、画素電極１２に接続されている。また、画素電極１２に対向するように液晶層１３を
挟んで対向電極１４が設けられている。
【００２３】
　また、図２に示すように、駆動ＩＣ５は、信号生成回路１５および走査線駆動回路制御
部１６を含んでいる。なお、走査線駆動回路制御部１６は、本発明の「制御部」の一例で
ある。信号生成回路１５は、ＨレベルのＶＤＤ電位、ＬレベルのＶＢＢ電位、ＳＴＶ信号
（スタート信号）、パルス状のＣＬＫ１（クロック１）信号、および、ＣＬＫ１信号の反
転信号であるＣＬＫ２信号（クロック２）を生成するとともに、走査線駆動回路制御部１
６に出力するように構成されている。また、走査線駆動回路制御部１６は、メイン走査線
駆動回路６およびサブ走査線駆動回路７に対して、ＶＳＷ信号（走査線イネーブル信号）
、ＣＬＫ１信号、ＣＬＫ２信号、ＳＴＶ信号およびＶＢＢ電位を出力するように制御する
ように構成されている。また、メイン走査線駆動回路６およびサブ走査線駆動回路７に接
続されたゲート線９のうち表示に寄与するゲート線９（最終ライン）から出力された信号
（ＶＯＵＴ）（図１参照）は、走査線駆動回路制御部１６に出力（フィードバック）され
るように構成されている。
【００２４】
　図３に示すように、メイン走査線駆動回路６およびサブ走査線駆動回路７は、それぞれ
、信号を出力するとともに、信号を次段に転送するための複数のＶスキャナブロック１７
を含んでいる。なお、Ｖスキャナブロック１７は、本発明の「走査線駆動回路部」の一例
である。複数のＶスキャナブロック１７は、それぞれ、ゲート線９の１ライン目、２ライ
ン目、・・・、Ｎライン目および（Ｎ＋１）ライン目に接続されている。なお、１ライン
目のゲート線９に接続されたＶスキャナブロック１７は、Ｖスキャナブロック（１）と図
示し、２ライン目のゲート線９に接続されたＶスキャナブロック１７は、Ｖスキャナブロ
ック（２）と図示し、Ｎライン目のゲート線９に接続されたＶスキャナブロック１７は、
Ｖスキャナブロック（Ｎ）と図示し、（Ｎ＋１）ライン目のゲート線９に接続されたＶス
キャナブロック１７は、Ｖスキャナブロック（Ｎ＋１）と図示している。なお、メイン走
査線駆動回路６のＶスキャナブロック１７と、サブ走査線駆動回路７のＶスキャナブロッ
ク１７とは、同様の回路構成を有している。
【００２５】
　また、メイン走査線駆動回路６およびサブ走査線駆動回路７のＶスキャナブロック１７
は、ＣＬＫ１信号が入力されるＣＬＫ１端子と、ＣＬＫ２信号が入力されるＣＬＫ２端子
と、ＶＤＤ電位またはＶＢＢ電位が入力されるＶＳＷ端子と、ＶＢＢ電位が入力されるＶ
ＢＢ端子と、ＳＴＶ信号が入力されるＳＴＶ端子およびＳＥＴ端子と、ゲート線９に信号
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を出力するためのＯＵＴ端子と、次段のＶスキャナブロック１７のＯＵＴ端子からの信号
が入力されるＲＥＳＥＴ端子とを含んでいる。
【００２６】
　また、メイン走査線駆動回路６およびサブ走査線駆動回路７のＶスキャナブロック１７
の表示に寄与するＮライン目（最終ライン）から出力された信号（ＶＯＵＴ）は、図２に
示すように、走査線駆動回路制御部１６にも出力（フィードバック）されるように構成さ
れている。フィードバックされた信号は、走査線駆動回路制御部１６によって、信号の大
きさが正常か否か（信号の大きさが所定の信号の大きさの範囲内であるか否か）が判断さ
れるように構成されている。なお、所定の信号の大きさの範囲は、たとえば、約－１０Ｖ
以下約＋１５Ｖ以上である。つまり、出力された信号の大きさが、約－１０Ｖ以下約＋１
５Ｖ以上の範囲を超える場合には、正常であると判断され、約－１０Ｖ以上約＋１５Ｖ以
下の範囲内である場合には、異常であると判断される。
【００２７】
　また、Ｖスキャナブロック１７の詳細な構成としては、図４に示すように、８つのｎチ
ャネル型のトランジスタおよび２つのコンデンサから構成されている。具体的には、トラ
ンジスタＴｒ１を含む第１プルアップ制御部と、トランジスタＴｒ２を含む第２プルアッ
プ制御部と、トランジスタＴｒ３およびコンデンサＣ１を含むプルアップ駆動部と、トラ
ンジスタＴｒ４を含むプルダウン駆動部と、トランジスタＴｒ５、トランジスタＴｒ６、
トランジスタＴｒ７、トランジスタＴｒ８およびコンデンサＣ２を含むプルダウン維持部
とを備えている。なお、トランジスタＴｒ１～トランジスタＴｒ８は、非晶質のシリコン
からなる能動層を有している。
【００２８】
　トランジスタＴｒ１のソース電極（Ｓ）は、ＶＳＷ端子に接続されている。また、トラ
ンジスタＴｒ１のゲート電極（Ｇ）は、ＳＥＴ端子に接続されている。なお、Ｖスキャナ
ブロック１７のＳＥＴ端子には、ＳＴＶ信号（スタート信号）が入力されるとともに、２
ライン目以降のＶスキャナブロック１７のＳＥＴ端子には、前段のＶスキャナブロック１
７のＯＵＴ端子から出力された信号が入力されるように構成されている。また、トランジ
スタＴｒ１のドレイン電極（Ｄ）は、トランジスタＴｒ２のソース電極（Ｓ）、トランジ
スタＴｒ３のゲート電極（Ｇ）、コンデンサＣ１の一方電極、トランジスタＴｒ５のソー
ス電極（Ｓ）、および、トランジスタＴｒ７のゲート電極（Ｇ）に接続されている。
【００２９】
　トランジスタＴｒ２のゲート電極（Ｇ）は、ＲＥＳＥＴ端子に接続されている。なお、
ＲＥＳＥＴ端子には、次段のＶスキャナブロック１７のＯＵＴ端子から出力された信号が
入力されるように構成されている。また、トランジスタＴｒ２のドレイン電極（Ｄ）は、
トランジスタＴｒ４のソース電極（Ｓ）、トランジスタＴｒ５のドレイン電極（Ｄ）、ト
ランジスタＴｒ６のソース電極（Ｓ）、トランジスタＴｒ７のソース電極（Ｓ）、トラン
ジスタＴｒ８のソース電極（Ｓ）、および、ＶＢＢ端子に接続されている。
【００３０】
　トランジスタＴｒ３のソース電極（Ｓ）は、ＣＬＫ１端子と、コンデンサＣ２の一方電
極とに接続されている。また、トランジスタＴｒ３のドレイン電極（Ｄ）は、コンデンサ
Ｃ１の他方電極、トランジスタＴｒ４のドレイン電極（Ｄ）、トランジスタＴｒ６のドレ
イン電極（Ｄ）、および、ＯＵＴ端子（ゲート線９）に接続されている。
【００３１】
　トランジスタＴｒ４のゲート電極（Ｇ）は、ＣＬＫ２端子に接続されている。また、ト
ランジスタＴｒ５のゲート電極（Ｇ）は、トランジスタＴｒ６のゲート電極（Ｇ）、トラ
ンジスタＴｒ７のドレイン電極（Ｄ）、トランジスタＴｒ８のドレイン電極（Ｄ）、およ
び、コンデンサＣ２の他方電極に接続されている。また、トランジスタＴｒ８のゲート電
極（Ｇ）は、ＳＴＶ端子に接続されている。なお、ＳＴＶ端子には、スタート信号が入力
されるように構成されている。
【００３２】
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　次に、図３および図５を参照して、走査線駆動回路制御部のメイン走査線駆動回路およ
びサブ走査線駆動回路の制御動作について説明する。
【００３３】
　本実施形態では、通常時には、メイン走査線駆動回路６を使用するとともに、サブ走査
線駆動回路７は使用しない。つまり、メイン走査線駆動回路６のＯＵＴ端子からは、信号
を出力するとともに、サブ走査線駆動回路７は、ハイインピーダンス状態（Ｈｉ－ｚ状態
（フローティング状態））にすることにより、ＯＵＴ端子から信号を出力しない。具体的
には、まず、メイン走査線駆動回路６の１ライン目のゲート線９に接続されたＶスキャナ
ブロック（１）（図３参照）では、図５に示すように、ステップＳ１において、Ｖスキャ
ナブロック１７のＶＳＷ端子にＨレベルのＶＤＤ電位、ＣＬＫ１端子にクロック信号のＣ
ＬＫ１信号、ＣＬＫ２端子にＣＬＫ２信号、ＶＢＢ端子にＶＢＢ電位、ＳＴＶ端子および
ＳＥＴ端子にＳＴＶ信号（スタート信号）が入力される。なお、メイン走査線駆動回路６
の詳細な動作については後述する。そして、ＯＵＴ端子から１ライン目のゲート線９に信
号が出力されることにより、表示部４の薄膜トランジスタ１１が駆動される。なお、ＯＵ
Ｔ端子から出力された信号は、次段（Ｖスキャナブロック（２））のＳＥＴ端子に入力さ
れ、（Ｖスキャナブロック（２））のＯＵＴ端子から出力された信号は、（Ｖスキャナブ
ロック（Ｎ））のＳＥＴ端子に入力される。このように、各Ｖスキャナブロック１７から
出力された信号が、次段のＶスキャナブロック１７に順次転送される。
【００３４】
　また、本実施形態では、通常時には、上記したメイン走査線駆動回路６とは異なり、サ
ブ走査線駆動回路７の１ライン目のゲート線９に接続されたＶスキャナブロック（１）（
図３参照）では、ＶＳＷ端子、ＣＬＫ１端子およびＣＬＫ２端子には、Ｌレベル（オフ電
位）のＶＢＢ電位が入力される。なお、サブ走査線駆動回路７の詳細な動作については後
述する。これにより、サブ走査線駆動回路７の１ライン目のゲート線９に接続されたＶス
キャナブロック（１）は、ハイインピーダンスの状態になるので、ＯＵＴ端子から１ライ
ン目のゲート線９には、信号が出力されない。
【００３５】
　次に、ステップＳ２において、メイン走査線駆動回路６の最終ライン（Ｎライン目）の
Ｖスキャナブロック１７から走査線駆動回路制御部１６に信号が出力され、出力された信
号が正常であるか否かが判断される。そして、走査線駆動回路制御部１６は、出力された
信号に基づいて約－１０Ｖ以上約＋１５Ｖ以下の範囲を超えているか否かを判断する。そ
して、出力された信号が約－１０Ｖ以上約＋１５Ｖ以下の範囲を超えていると判断された
場合には、出力された信号が正常であると判断するとともに、ステップＳ２の制御動作を
繰り返す。また、ステップＳ２において、出力された信号が約－１０Ｖ以上約＋１５Ｖ以
下の範囲内である場合には、出力された信号が異常である（正常ではない）と判断すると
ともに、ステップＳ３に進む。
【００３６】
　次に、ステップＳ３において、出力された信号が異常である場合には、走査線駆動回路
制御部１６は、メイン走査線駆動回路６に入力される信号と、サブ走査線駆動回路７に入
力される信号とを切り替える（入れ替える）ように制御する。つまり、異常時には、メイ
ン走査線駆動回路６を使用せずに、サブ走査線駆動回路７を使用する。そして、メイン走
査線駆動回路６からの出力をハイインピーダンス状態にすることにより信号を出力せずに
、サブ走査線駆動回路７からは、信号を出力するようにする。具体的には、メイン走査線
駆動回路６のＶスキャナブロック１７のＶＳＷ端子、ＣＬＫ１端子およびＣＬＫ２端子に
は、Ｌレベル信号（オフ電位）のＶＢＢが入力される。その一方で、サブ走査線駆動回路
７のＶスキャナブロック１７のＶＳＷ端子にはＨレベルのＶＤＤ電位、ＣＬＫ１端子には
クロック信号のＣＬＫ１信号、および、ＣＬＫ２端子にはＣＬＫ１信号の反転信号のＣＬ
Ｋ２信号が入力される。これにより、メイン走査線駆動回路６のＯＵＴ端子からの出力は
、ハイインピーダンスの状態になるように制御される。つまり、メイン走査線駆動回路６
のＯＵＴ端子からは、信号が出力されないように制御される。その一方で、サブ走査線駆
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動回路７のＶスキャナブロック１７のＶＳＷ端子にＨレベルのＶＤＤ電位、ＣＬＫ１端子
にクロック信号のＣＬＫ１信号、ＣＬＫ２端子にＣＬＫ１信号の反転信号のＣＬＫ２信号
が入力されるので、サブ走査線駆動回路７のＯＵＴ端子からゲート線９に表示部４の薄膜
トランジスタ１１を駆動する信号が出力される。そして、ステップＳ４に進む。
【００３７】
　次に、ステップＳ４において、サブ走査線駆動回路７の最終ライン（Ｎライン目）のＶ
スキャナブロック１７から走査線駆動回路制御部１６に信号が出力され、出力された信号
が正常であるか否かが判断される。そして、走査線駆動回路制御部１６は、出力された信
号に基づいて約－１０Ｖ以上約＋１５Ｖ以下の範囲を超えているか否かを判断する。そし
て、出力された信号が約－１０Ｖ以上約＋１５Ｖ以下の範囲を超えていると判断された場
合には、出力された信号が正常であると判断するとともに、ステップＳ４の制御動作を繰
り返す。また、ステップＳ４において、出力された信号が約－１０Ｖ以上約＋１５Ｖ以下
の範囲内である場合には、出力された信号が異常である（正常ではない）と判断するとと
もに、ステップＳ５に進む。そして、メイン走査線駆動回路６とサブ走査線駆動回路７と
の両方に異常があると判断されるとともに、液晶表示装置１００が不良であると判断され
る。そして、制御動作を終了する。
【００３８】
　次に、図４～図６を参照して、上記したメイン走査線駆動回路６およびサブ走査線駆動
回路７の詳細な動作について説明する。
【００３９】
　まず、通常時には、メイン走査線駆動回路６には、上記した走査線駆動回路制御部１６
の制御動作のステップＳ１のように、表示部４の画素３に設けられた薄膜トランジスタ１
１を駆動する信号を出力するための信号が入力されるように構成されている。具体的には
、図４に示すメイン走査線駆動回路６の１ライン目のＶスキャナブロック１７には、図６
に示す時間Ａにおいて、ＨレベルのＳＴＶ信号がトランジスタＴｒ８に入力されることに
より、トランジスタＴｒ８がオン状態になる。これにより、ＬレベルのＶＢＢ電位がトラ
ンジスタＴｒ５のゲート電極（Ｇ）およびトランジスタＴｒ６のゲート電極（Ｇ）に入力
されるので、トランジスタＴｒ５およびトランジスタＴｒ６がオフ状態になる。
【００４０】
　同時に、ＨレベルのＳＥＴ信号がトランジスタＴｒ１のゲート電極（Ｇ）に入力される
ことにより、トランジスタＴｒ１がオン状態になる。これにより、ＨレベルのＶＳＷ（Ｖ
ＤＤ電位）が、ノードＮ１を介して、トランジスタＴｒ３のゲート電極（Ｇ）およびトラ
ンジスタＴｒ７のゲート電極（Ｇ）に入力されるので、トランジスタＴｒ３およびトラン
ジスタＴｒ７がオン状態になる。そして、ＬレベルのＣＬＫ１信号が、トランジスタＴｒ
３を介して、ＯＵＴ端子からゲート線９に出力される。また、コンデンサＣ１の一方電極
は、Ｈレベルになるとともに、充電を開始する。
【００４１】
　また、図６に示す時間Ａにおいて、トランジスタＴｒ４のゲート電極（Ｇ）には、Ｈレ
ベルのＣＬＫ２信号が入力されることにより、トランジスタＴｒ４は、オン状態になる。
これにより、ＬレベルのＶＢＢ電位が、トランジスタＴｒ４を介して、ＯＵＴ端子からゲ
ート線９に出力される。なお、トランジスタＴｒ２のゲート電極（Ｇ）には、Ｌレベルの
ＲＥＳＥＴ信号が入力されており、トランジスタＴｒ２は、オフ状態である。
【００４２】
　次に、メイン走査線駆動回路６の１ライン目のＶスキャナブロック１７には、図６に示
す時間Ｂにおいて、図４に示すように、ＬレベルのＳＴＶ信号がトランジスタＴｒ８に入
力されることにより、トランジスタＴｒ８がオフ状態になる。同時に、ＬレベルのＳＥＴ
信号がトランジスタＴｒ１のゲート電極（Ｇ）に入力されることにより、トランジスタＴ
ｒ１がオフ状態になる。また、トランジスタＴｒ３には、上記した時間Ａにおいて充電さ
れたコンデンサＣ１により保持された信号がトランジスタＴｒ３のゲート電極（Ｇ）およ
びトランジスタＴｒ７のゲート電極（Ｇ）に入力されることにより、トランジスタＴｒ３
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およびトランジスタＴｒ７がオン状態を継続する。このとき、ＬレベルのＶＢＢ電位がト
ランジスタＴｒ５のゲート電極（Ｇ）およびトランジスタＴｒ６のゲート電極（Ｇ）に入
力されることにより、トランジスタＴｒ５およびトランジスタＴｒ６がオフ状態になる。
そして、ＨレベルのＣＬＫ１信号が、トランジスタＴｒ３を介して、ＯＵＴ端子からゲー
ト線９に出力される。これにより、出力された信号が表示部４の画素３に設けられた薄膜
トランジスタ１１を駆動させる。また、出力された信号は、次段のＶスキャナブロック１
７のＳＥＴ端子に入力される。また、最終ライン（Ｎライン目）のゲート線９に接続され
たＶスキャナブロック１７から出力された信号は、走査線駆動回路制御部１６に入力され
る。
【００４３】
　また、ＬレベルのＣＬＫ２信号が、トランジスタＴｒ４のゲート電極（Ｇ）に入力され
るので、トランジスタＴｒ４がオフ状態になる。また、ＨレベルのＶＳＷ（ＶＤＤ電位）
は、オフ状態のトランジスタＴｒ１のソース電極（Ｓ）に入力される。なお、トランジス
タＴｒ２のゲート電極（Ｇ）には、ＬレベルのＲＥＳＥＴ信号が入力されており、トラン
ジスタＴｒ２がオフ状態である。
【００４４】
　次に、メイン走査線駆動回路６の１ライン目のＶスキャナブロック１７には、図６に示
す時間Ｃにおいて、図４に示すように、ＬレベルのＳＴＶ信号がトランジスタＴｒ８に入
力されるので、トランジスタＴｒ８がオフ状態になる。同時に、ＬレベルのＳＥＴ信号が
トランジスタＴｒ１のゲート電極（Ｇ）に入力されるので、トランジスタＴｒ１がオフ状
態になる。また、ＬレベルのＣＬＫ１信号は、トランジスタＴｒ３のソース電極（Ｓ）に
入力される。また、ＨレベルのＣＬＫ２信号は、トランジスタＴｒ４のゲート電極（Ｇ）
に入力されるので、トランジスタＴｒ４がオン状態になる。そして、ＬレベルのＶＢＢ電
位は、トランジスタＴｒ４を介して、ＯＵＴ端子からゲート線９に出力される。
【００４５】
　また、ＨレベルのＶＳＷ（ＶＤＤ電位）は、オフ状態のトランジスタＴｒ１のソース電
極（Ｓ）に入力される。また、トランジスタＴｒ２のゲート電極（Ｇ）には、２ライン目
（次段）のＶスキャナブロック１７から出力されたＨレベルのＲＥＳＥＴ信号が入力され
るので、トランジスタＴｒ２がオン状態になる。そして、ＬレベルのＶＢＢ電位が、トラ
ンジスタＴｒ２を介して、トランジスタＴｒ５のソース電極（Ｓ）、トランジスタＴｒ７
のゲート電極（Ｇ）、および、トランジスタＴｒ３のゲート電極（Ｇ）に入力される。こ
れにより、トランジスタＴｒ３およびトランジスタＴｒ７は、オフ状態になる。なお、２
ライン目以降の走査内容は、上記した１ライン目の走査内容と同様である。
【００４６】
　また、通常時には、サブ走査線駆動回路７には、上記した制御動作のステップＳ１のよ
うに、出力をハイインピーダンスの状態にするための信号が入力されるように構成されて
いる。具体的には、図４に示すサブ走査線駆動回路７の１ライン目のＶスキャナブロック
１７には、図６に示す時間Ａにおいて、ＨレベルのＳＴＶ信号がトランジスタＴｒ８に入
力されるので、トランジスタＴｒ８がオン状態になる。これにより、ＬレベルのＶＢＢ電
位は、トランジスタＴｒ８を介して、トランジスタＴｒ５のゲート電極（Ｇ）およびトラ
ンジスタＴｒ６のゲート電極（Ｇ）に入力されるので、トランジスタＴｒ５およびトラン
ジスタＴｒ６がオフ状態になる。同時に、ＨレベルのＳＥＴ信号がトランジスタＴｒ１の
ゲート電極（Ｇ）に入力されるので、トランジスタＴｒ１がオン状態になる。これにより
、ＬレベルのＶＳＷ（ＶＤＤ電位）は、トランジスタＴｒ１およびノードＮ１を介して、
トランジスタＴｒ３のゲート電極（Ｇ）およびトランジスタＴｒ７のゲート電極（Ｇ）に
入力されるので、トランジスタＴｒ３およびトランジスタＴｒ７がオフ状態になる。
【００４７】
　また、ＬレベルのＣＬＫ１信号（ＶＢＢ電位）が、オフ状態のトランジスタＴｒ３のソ
ース電極（Ｓ）に入力される。また、ＬレベルのＣＬＫ２信号（ＶＢＢ電位）は、トラン
ジスタＴｒ４のゲート電極（Ｇ）に入力されるので、トランジスタＴｒ４がオフ状態にな
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る。上記のように、トランジスタＴｒ３、トランジスタＴｒ４およびトランジスタＴｒ６
が、オフ状態になることにより、トランジスタＴｒ３のドレイン電極（Ｄ）、トランジス
タＴｒ４のドレイン電極（Ｄ）、およびトランジスタＴｒ６のドレイン電極（Ｄ）に接続
されたＯＵＴ端子からゲート線９へ出力される信号がハイインピーダンス（フローティン
グ）の状態になる。これにより、サブ走査線駆動回路７は、ＯＵＴ端子から信号が出力さ
れない状態になる。なお、ＬレベルのＲＥＳＥＴ信号は、トランジスタＴｒ２のゲート電
極（Ｇ）に入力されるので、トランジスタＴｒ２はオフ状態である。
【００４８】
　次に、図６に示す時間ＢおよびＣにおいて、サブ走査線駆動回路７の１ライン目のゲー
ト線９に接続されたＶスキャナブロック１７には、ＬレベルのＳＴＶ信号がトランジスタ
Ｔｒ８に入力されることにより、図４に示すように、トランジスタＴｒ８がオフ状態にな
る。なお、時間ＢおよびＣにおけるその他のサブ走査線駆動回路７の動作は、上記したサ
ブ走査線駆動回路７の時間Ａにおける動作と同様である。また、Ｖスキャナブロック１７
の２ライン目以降の動作は、上記したＶスキャナブロック１７の１ライン目の動作と同様
である。
【００４９】
　次に、通常時には、上記した制御動作のステップＳ２のように、メイン走査線駆動回路
６のうち最終ライン（Ｎライン目）のゲート線９に接続されたＶスキャナブロック１７か
ら出力された信号が走査線駆動回路制御部１６により正常であるか否かが判断される。そ
して、出力された信号が正常ではない（異常である）と判断された場合には、上記した制
御動作のステップＳ３のように、メイン走査線駆動回路６に入力される信号と、サブ走査
線駆動回路７に入力される信号とを切り替える（入れ替える）ように制御される。具体的
には、切り替え後（異常時）には、メイン走査線駆動回路６では、ＬレベルのＣＬＫ１信
号（ＶＢＢ電位）、ＬレベルのＣＬＫ２信号（ＶＢＢ電位）およびＬレベルのＶＳＷ（Ｖ
ＢＢ電位）が入力され、サブ走査線駆動回路７では、パルス状のＣＬＫ１信号（クロック
信号）、ＣＬＫ１信号の反転信号のＣＬＫ２信号（クロック信号）およびＨレベルのＶＳ
Ｗ（ＶＤＤ信号）が入力される。
【００５０】
　そして、異常時には、図４に示すメイン走査線駆動回路６では、Ｖスキャナブロック１
７のＯＵＴ端子の出力がハイインピーダンスの状態になるので、ゲート線９には信号が出
力されない。また、サブ走査線駆動回路７では、Ｖスキャナブロック１７のＯＵＴ端子か
らゲート線９に信号が出力されるとともに、表示部４の画素３に設けられた薄膜トランジ
スタ１１が駆動する。また、上記した制御動作のステップＳ４のように、サブ走査線駆動
回路７の最終ライン（Ｎライン目）に接続されたゲート線９に出力された信号は、走査線
駆動回路制御部１６に出力されるとともに、出力された信号が正常であるか否かが判断さ
れる。そして、出力された信号が異常であると判断された場合には、上記した制御動作の
ステップＳ５のように、メイン走査線駆動回路６およびサブ走査線駆動回路７の両方が不
良であると判断されるため、液晶表示装置１００が不良であると判断される。
【００５１】
　本実施形態では、上記のように、通常時には、メイン走査線駆動回路６は、薄膜トラン
ジスタ１１を駆動する信号を出力するとともに、サブ走査線駆動回路７の出力をハイイン
ピーダンスの状態にするように、走査線駆動回路制御部１６が制御することによって、メ
イン走査線駆動回路６から信号を出力している場合には、サブ走査線駆動回路７からは信
号が出力しないので、メイン走査線駆動回路６とサブ走査線駆動回路７との両方から同時
に信号を出力する場合と異なり、消費電力が増加するのを抑制することができる。また、
走査線駆動回路制御部１６がメイン走査線駆動回路６またはサブ走査線駆動回路７のうち
の使用しない方の出力をハイインピーダンスの状態に制御することによって、メイン走査
線駆動回路６またはサブ走査線駆動回路７のうちの使用しない方からは、信号が出力され
ないようにすることができる。これにより、たとえば、メイン走査線駆動回路６またはサ
ブ走査線駆動回路７のうちの使用しない方と、各々のゲート線９との間にスイッチング部
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を設けてメイン走査線駆動回路６またはサブ走査線駆動回路７のうちの使用しない方から
信号を出力しないようにする場合と異なり、回路構成を簡素化することができる。
【００５２】
　また、本実施形態では、上記のように、走査線駆動回路制御部１６を、メイン走査線駆
動回路６からの出力信号が異常である場合には、メイン走査線駆動回路６の出力がハイイ
ンピーダンスの状態になるように制御するとともに、サブ走査線駆動回路７は、薄膜トラ
ンジスタ１１を駆動する信号を出力するように切り替える制御を行うように構成する。こ
れにより、メイン走査線駆動回路６が正常に駆動しない（異常である）場合には、液晶表
示装置１００が不良品として扱われる一方、異常であるメイン走査線駆動回路６の代わり
に正常であるサブ走査線駆動回路７を使用できるので、液晶表示装置１００を良品として
扱うことができる。また、メイン走査線駆動回路６が劣化などにより寿命がきた際には、
メイン走査線駆動回路６からサブ走査線駆動回路７に切り替えることによって、サブ走査
線駆動回路７から薄膜トランジスタ１１を駆動する信号を出力を駆動させることができる
ので、液晶表示装置１００の寿命を約２倍にすることができる。
【００５３】
　また、本実施形態では、上記のように、走査線駆動回路制御部１６を、メイン走査線駆
動回路６からの出力信号が異常である場合には、メイン走査線駆動回路６に入力される信
号と、サブ走査線駆動回路７に入力される信号とを切り替えることにより、メイン走査線
駆動回路６を使用せずにサブ走査線駆動回路７を使用するように切り替える制御を行うよ
うに構成する。これにより、異常であるメイン走査線駆動回路６の代わりに、正常である
サブ走査線駆動回路７を使用することができるので、正常であるサブ走査線駆動回路７か
ら薄膜トランジスタ１１を駆動する信号を出力させることができる。
【００５４】
　また、本実施形態では、上記のように、走査線駆動回路制御部１６を、メイン走査線駆
動回路６またはサブ走査線駆動回路７のうちの使用しない方に入力されるクロック信号（
ＣＬＫ１信号およびＣＬＫ２信号）のみならず走査線イネーブル信号（ＶＳＷ信号）をオ
フ電位（Ｌレベル）に固定することにより、メイン走査線駆動回路６またはサブ走査線駆
動回路７のうちの使用しない方が駆動しないように制御することによって、メイン走査線
駆動回路６またはサブ走査線駆動回路７のうちの使用しない方の出力がハイインピーダン
スの状態になるように制御するように構成する。これにより、クロック信号（ＣＬＫ１信
号およびＣＬＫ２信号）のみならず走査線イネーブル信号（ＶＳＷ信号）をオフ電位（Ｌ
レベル）に切り替えるだけで、容易に、メイン走査線駆動回路６またはサブ走査線駆動回
路７のうちの使用しない方から信号が出力されないようにすることができる。特に、付加
的な回路を追加することなく所定の信号を用いるだけでハイインピーダンスの状態にする
ことができる。
【００５５】
　また、本実施形態では、上記のように、走査線駆動回路制御部１６を、メイン走査線駆
動回路６またはサブ走査線駆動回路７のうちの使用する方の最終段（最終ライン）のＶス
キャナブロック１７から出力される信号の大きさが－１０Ｖ以上＋１５Ｖ以下の範囲内で
ある場合に異常である（正常ではない）と判断するように構成することによって、出力さ
れる信号の大きさによって、容易に、メイン走査線駆動回路６またはサブ走査線駆動回路
７のうちの使用する方が正常に駆動しているか否かを判断することができる。
【００５６】
　（応用例）
　図７～図９は、それぞれ、上記した本発明の液晶表示装置１００を用いた電子機器の第
１の例～第３の例を説明するための図である。図７～図９を参照して、本発明の液晶表示
装置１００を用いた電子機器について説明する。
【００５７】
　本発明の液晶表示装置１００は、図７～図９に示すように、第１の例としてのＰＣ（Ｐ
ｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）２００、第２の例としての携帯電話３００、および
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、第３の例としての情報携帯端末４００（ＰＤＡ：Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）などに用いることが可能である。
【００５８】
　図７の第１の例によるＰＣ２００においては、キーボードなどの入力部２１０および表
示画面２２０などに本発明の液晶表示装置１００を用いることが可能である。図８の第２
の例による携帯電話３００においては、表示画面３１０に本発明の液晶表示装置１００が
用いられる。図９の第３の例による情報携帯端末４００においては、表示画面４１０に本
発明の液晶表示装置１００が用いられる。
【００５９】
　なお、今回開示された実施形態は、すべての点で例示であって制限的なものではないと
考えられるべきである。本発明の範囲は、上記した実施形態の説明ではなく特許請求の範
囲によって示され、さらに特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が
含まれる。
【００６０】
　たとえば、上記実施形態では、本発明の表示装置の一例として、液晶表示装置を用いる
例を示したが、本発明はこれに限らない。たとえば、本発明の表示装置として、液晶表示
装置以外の有機ＥＬ装置などを用いてもよい。
【００６１】
　また、上記実施形態では、本発明の第１走査線駆動回路にメイン走査線駆動回路を適用
するとともに、第２走査線駆動回路にサブ走査線駆動回路を適用する例を示したが、本発
明はこれに限らない。たとえば、本発明の第１走査線駆動回路にサブ走査線駆動回路を適
用するとともに、第２走査線駆動回路にメイン走査線駆動回路を適用してもよい。
【００６２】
　また、上記実施形態では、サブ走査線駆動回路の出力をハイインピーダンスの状態にす
るために、トランジスタおよびコンデンサを用いたサブ走査線駆動回路構成を示したが、
本発明はこれに限らない。たとえば、トランジスタおよびコンデンサ以外の素子などを用
いてサブ走査線駆動回路の出力がハイインピーダンスの状態になるようにしてもよい。
【００６３】
　また、上記実施形態では、本発明のサブ走査線駆動回路の出力をハイインピーダンスの
状態にするための一例として、メイン走査線駆動回路のＶスキャナブロックと、サブ走査
線駆動回路のＶスキャナブロックとに入力するＶＳＷ信号、ＣＬＫ１信号およびＣＬＫ２
信号を異ならせる例を示したが、本発明はこれに限らない。たとえば、ＶＳＷ信号、ＣＬ
Ｋ１信号およびＣＬＫ２信号以外の信号を異ならせて、サブ走査線駆動回路の出力をハイ
インピーダンスの状態にしてもよい。
【００６４】
　また、上記実施形態では、Ｖスキャナブロックから出力される信号が正常であるか否か
を判断する一例として、出力信号が約－１０Ｖ以上約＋１５Ｖ以下の範囲内であるか否か
を判断する例を示したが、本発明はこれに限らない。たとえば、Ｖスキャナブロックから
出力される信号が約－１０Ｖ以上約＋１５Ｖ以下以外の範囲でもよい。
【００６５】
　また、上記実施形態では、メイン走査線駆動回路およびサブ走査線駆動回路を１つずつ
配置する例を示したが、本発明はこれに限らない。たとえば、図１０に示す変形例の液晶
表示装置１００ａように、メイン走査線駆動回路６およびサブ走査線駆動回路７に加えて
、メイン走査線駆動回路６ａおよびサブ走査線駆動回路７ａを配置してもよい。この場合
、メイン走査線駆動回路６およびサブ走査線駆動回路７には、奇数ライン目（１ライン目
、３ライン目、・・・）のゲート線９が接続されるとともに、メイン走査線駆動回路６ａ
およびサブ走査線駆動回路７ａには、偶数ライン目（２ライン目、４ライン目、・・・）
のゲート線９ａが接続される。
【００６６】
　また、上記実施形態では、Ｖスキャナブロック１７を８つのトランジスタおよび２つの
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コンデンサから構成する例を示したが本発明は、これに限らない。たとえば、図１１に示
す変形例のＶスキャナブロック１７ａのように、Ｖスキャナブロック１７ａを６つのトラ
ンジスタ（トランジスタＴｒ１１、Ｔｒ１２、Ｔｒ１３、Ｔｒ１４、Ｔｒ１５およびＴｒ
１６）および１つのコンデンサ（Ｃ１１）から構成してもよい。たとえば、使用する走査
線駆動回路では、Ｖスキャナブロック１７ａのＣＬＫ１端子にＨレベルのクロック信号が
入力され、ＣＬＫ２端子にＬレベルのクロック信号が入力され、ＶＳＷ端子（ＳＥＴ端子
）にＨレベルのクロック信号が入力され、ＶＢＢ端子にＬレベルのＶＢＢ電位が入力され
た場合に、ＯＵＴ端子から表示部の画素に設けられた薄膜トランジスタを駆動する信号が
出力される。また、使用しない走査線駆動回路では、Ｖスキャナブロック１７ａのＣＬＫ
１端子、ＣＬＫ２端子、ＶＳＷ端子（ＳＥＴ端子）およびＶＢＢ端子にＬレベルのオフ電
位が入力され。この場合、トランジスタＴｒ１６がオフ状態になるので、トランジスタＴ
ｒ１１のゲート電極には信号が入力されないことにより、トランジスタＴｒ１１からＯＵ
Ｔ端子に出力される信号をハイインピーダンスの状態にすることが可能である。なお、ト
ランジスタＴｒ１３がオフ状態になるので、トランジスタＴｒ１２のゲート電極には、信
号が入力されないことにより、トランジスタＴｒ１２からＯＵＴ端子に出力される信号を
ハイインピーダンスの状態にすることが可能である。
【符号の説明】
【００６７】
１　ＴＦＴ基板（素子基板）　　　３　画素　　　６、６ａ　メイン走査線駆動回路（第
１走査線駆動回路）　　　７、７ａ　サブ走査線駆動回路（第２走査線駆動回路）　　　
９、９ａ　ゲート線　　　１１　薄膜トランジスタ（スイッチング素子）　　　１６　走
査線駆動回路制御部（制御部）　　　１７　Ｖスキャナブロック（走査線駆動回路部）　
　　１００、１００ａ　液晶表示装置（表示装置）　　　２００　ＰＣ（電子機器）　　
　３００　携帯電話（電子機器）　　　４００　情報携帯端末（電子機器）

【図１】 【図２】
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